
（別紙３）

～ 令和　７年　３月３１日

（対象者数） １名 （回答者数） １名

～ 令和　７年　３月３１日

（対象者数） ５名 （回答者数） ５名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・放課後等デイサービスの利用につながるように過ごし方を

知っていく。

2

・障害や課題に即した知識を職員が身に着けていきます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・卒業などで定員が変わった際には柔軟に対応していく。

2

・少しずつ参加すること自体へ慣れていけるように促してい

きます。

3

活動への参加 ・土曜日限定だが、活動に1日参加している。

保育士の人数 ・7名中3名は保育士資格を所持している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

平日の利用ができない ・平日の定員がいっぱいになっている。

参加が難しい活動がある ・オムツの有無や衝動性、職員の有無など

令和　６年　８月１０日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和　７年　３月３１日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ハッピーデイズこせど（児童発達支援）

○保護者評価実施期間
令和　６年　８月１０日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


